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臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
10
月
31
日
で
終
了

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

臨
時
福
祉
給
付
金　

本
庁
舎
社

会
福
祉
課　

内
２
７
１
３

●

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

本
庁
舎
こ
ど
も
課　

内
２
７
３
６

●

日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

／
午
後
１
時
30
分
か
ら

●

会
場　

▽
白
河
地
域　

市
民
会

館　

▽
表
郷
地
域　

表
郷
庁
舎

▽
大
信
地
域　

大
信
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー　

▽
東
地
域　

東
文

化
セ
ン
タ
ー

●

該
当
者　

平
成
６
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
11
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
該
当

者
に
は
、案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）。

※
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
白
河
市

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
日
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

●

会
場　

本
庁
舎
都
市
計
画
課
、

県
南
建
設
事
務
所
企
画
調
査
課

（
白
河
合
同
庁
舎
）
、
県
庁
都

市
計
画
課
（
県
庁
西
庁
舎
４
階
）

●

公
述
の
申
し
出　

計
画
案
に
ご

意
見
の
あ
る
方
は
、
公
述
人
（
公

聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

人
）
と
し
て
11
月
25
日
㈫
ま
で
に
、

必
要
事
項
（
①
住
所
・
氏
名
、
②

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由
、

③
意
見
の
要
旨
）
を
記
載
し
た
書

面
で
申
し
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

公
述
人
の
資
格　

県
南
都
市
計

画
区
域
内
の
住
民
に
限
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課　

内
２
２

８
３

　

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

●

日
時　

11
月
26
日
㈬
／
午
後
０

時
30
分
〜
４
時

●

会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
（
郡
山
市
南
）

●

対
象　

３
月
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
24
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
て
現
在
就
職
活
動
を
し

て
い
る
方　

※
申
込
不
要

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課
☎
０

２
４

５
２
９

５
３
９
６

●

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈭
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２
５
７

●
日
時　

11
月
30
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分 

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
安
心
で
き
る

地
域
医
療
を
め
ざ
し
て
」　

▽
講

師　

杏
林
大
学
教
授　

𠮷よ
し
の野
秀ひ

で
あ
き朗

氏

●

定
員　

１
５
０
人　

※
先
着
順

（
要
申
込
）

問
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難

視
対
策
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平

成
27
年
３
月
末
に
終
了
し
ま
す
。

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を

完
了
す
る
に
は
12
月
中
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
積
雪
の
影
響
で

工
事
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
☎
０
５
７
０
０
７
０
１
０
１

●

日
時　

11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈷

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

※
22
日
㈯
・
23
日
㈷
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

●

内
容　

女
性
が
抱
え
る
人
権
問

題
の
電
話
相
談
（
秘
密
厳
守
）

●

電
話
番
号　

０
５
７
０

０
７

０

８
１
０
（
相
談
は
無
料
）

※
強
化
週
間
以
外
の
日
（
平
日
の

み
）
も
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４

５
３
４

１
９
９
４

●

日
時　

12
月
５
日
㈮
／
午
後

６
時
30
分
か
ら

●

会
場　

本
庁
舎
正
庁
（
５
階
）

《
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
案
の

縦
覧
》　

●

日
時　

11
月
11
日
㈫
〜
25
日
㈫

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
平
日
の
み
）

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

●
日
時　

11
月
26
日
㈬
／
午
後
７

時
〜
９
時

●
定
員　

30
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

２
、
４
０
０
円

●
申
込
期
限　

11
月
21
日
㈮
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

　

す
べ
て
の
講
座
を
受
講
後
、
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
時　

12
月
１
日
・
８
日
・
15

日　

月
曜
日
／
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

講
師　

会
津
大
学
短
期
大
学
部

講
師　

木き
む
ら村
淳じ

ゅ
ん
や也
氏

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●

受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
18
日
㈫
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
３
／
各
庁
舎
教
育
振
興

課　

表
郷
☎
32
４
７
８
２　

大
信

☎
46
３
９
７
５　

東
☎
34
３
１
４

６
　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
推
進
期
間
で
す
。
ど
の

よ
う
な
暴
力
で
も
我
慢
せ
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
内
閣
府
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
お
近

く
の
相
談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
）

☎
０
５
７
０

０

５
５
２
１
０

　

白
河
税
務
署
で
は
、
被
災
時
の

納
税
地
が
対
象
市
町
村
に
あ
っ
た

方
の
雑
損
控
除
や
賠
償
金
の
申
告

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
期
限　

11
月
28
日
㈮
ま
で
（
平

日
の
み
）
※
要
予
約 

●

会
場　

白
河
税
務
署
（
中
田
）

●

対
象　

田
村
市
、
南
相
馬
市
、

川
俣
町
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、
富

岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉

町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村

●

予
約
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜

●

日
時　

11
月
29
日
、
12
月
６
日

・
13
日　

土
曜
日
／
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

●
会
場　

白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

●
内
容　

創
業
に
必
要
な
基
礎
知

識
や
計
画
作
成
に
関
す
る
講
座

●

対
象　

創
業
に
興
味
が
あ
る
、

準
備
中
、
考
え
て
い
る
方
な
ど
で
、

全
3
回
の
受
講
が
可
能
な
方

●

受
講
料　

３
、
０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

午
後
５
時

問
白
河
税
務
署
☎
㉒
７
１
１
１

　

11
月
15
日
か
ら
平
成
27
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは
３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
狩
猟
者
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

野
山
へ
出
掛
け
る
方
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩
猟

が
で
き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と
登

録
証
を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　

内
２
２

２
７

●
日
時　

11
月
30
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
11
時
30
分 

●

会
場　

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

●

内
容　

▽
講
演
「
私
ら
し
く
、

生
き
る
」
〜
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
か
ら
、

私
が
得
た
も
の
〜　

▽
講
師　

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ル
ワ
ン
ダ
の
教
育
を
考

え
る
会
理
事
長　

カ
ン
ベ
ン
ガ
・

マ
リ
ー
ル
イ
ズ
氏

●

定
員　

５
０
人
程
度

●

入
場
料　

無
料
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募
集

案
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http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館創

業
応
援
塾
受
講
者

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
問
い
合
わ
せ
先

成
人
式

県
南
都
市
計
画
道
路
「
乙
姫
桜
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
２
号
線
」
変
更
に
係
る
公
聴
会

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

狩
猟
解
禁

避
難
者
の
申
告
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

第
３
回
ち
ょ
い
飲
み

ツ
ア
ー
参
加
者

地
域
医
療
講
演
会

男
女
共
同
参
画
講
演
会

地
デ
ジ
難
視
対
策
支
援
の
終
了

合
同
就
職
面
接
会



34

寺で
ら

☎
０
９
０

４
８
８
２

４
２

４
４

●

日
時　

11
月
27
日
㈭
／
午
後
６

時
30
分
〜
８
時

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
正
念
場
の
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
地
方
創
生
ど
う
実

現
す
る
か
」　

▽
講
師　

産
経
新

聞
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員　

田た

村む
ら

秀ひ
で
お男
氏

●

入
場
料　

５
０
０
円
（
一
般
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

●

日
時　

11
月
30
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●

会
場　

高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
（
新
白
河
）

●

内
容　

布
紙
芝
居
、
お
は
や
し

劇
場
、
落
ち
葉
の
プ
ー
ル
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

●

参
加
料　

１
０
０
円
（
１
家
族
）

※
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
た
ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン
被
災
者
向
け

支
援
実
行
委
員
会　

永な
が
の野
☎
０
９

０

７
０
７
３

７
５
２
１

　
《
小こ

ば
や
し林
典の

り
お夫
＆
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
》

●
日
時　

11
月
16
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

11
月
16
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

●

会
場　

市
中
央
公
民
館
（
天
神

町
）

●

内
容　

謡
曲
な
ど
の
発
表

●

入
場
料　

無
料

問
白
河
謡
曲
会
☎
㉓
４
３
０
３

●

日
時　

11
月
16
日
㈰
／
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●

会
場　

五
箇
市
民
セ
ン
タ
ー
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（
田
島
）

●

内
容　

大お
お
や谷
五ご

か

そ

ん

花
村
川
柳
句
会

表
彰
式
、
農
産
物
即
売
会
、
新
米

手
す
く
い
取
り
大
会
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
白び

ゃ
く
れ
ん蓮
展
な
ど

問
住
み
よ
い
五
箇
を
つ
く
る
会

齋さ
い
と
う藤
☎
㉙
２
７
１
９

　

旗
宿
産
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
手

打
ち
新
そ
ば
の
ほ
か
、
農
産
物
の

販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

●

日
時　

11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

●

会
場　

関
の
森
公
園
（
旗
宿
）

問
旗
宿
そ
ば
生
産
組
合　

小こ
ま
つ松
☎

０
９
０

３
１
２
６

８
０
２
４

　

大
正
琴
な
ど
の
演
奏
を
聞
き
な

が
ら
、
野
出
島
産
そ
ば
粉
を
使
用

し
た
手
打
ち
新
そ
ば
が
味
わ
え
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
／
▽
午
前

の
部　

午
前
11
時
か
ら　

▽
午
後

の
部　

午
後
０
時
30
分
か
ら　

※

午
前
・
午
後
の
部
と
も
80
食
限
定

●

会
場　

東
多
目
的
研
修
セ
ン
タ

ー
（
東
下
野
出
島
）

ま
ち
か
ど
伝
言
板

●

参
加
料　

前
売　

１
、５
０
０

円
（
新
そ
ば
、
天
ぷ
ら
、
郷
土
料

理
）　

※
当
日
は
３
０
０
円
増

問
野
出
島
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
☎
34
３
３
１
７

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

●

会
場　

黒
羽
刑
務
所
（
栃
木
県

大
田
原
市
）

●

内
容　

裁
判
員
制
度
の
紹
介
、

刑
務
所
内
の
見
学
、
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
・
販
売
、
給
食
の
有

料
試
食
会
な
ど

問
黒
羽
刑
務
所
☎
０
２
８
７
54
１

１
９
８

●
日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
か
ら
（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

●

集
合
場
所　

す
ぱ
ー
く
表
郷

（
表
郷
番
沢
）

●

内
容　

天
狗
山
の
登
山
、
記
念

品
お
よ
び
豚
汁
の
提
供
、
ゴ
ー
ル

後
お
楽
し
み
抽
選
会
等　

※
当
日

受
付
で
抽
選
券
１
枚
、
事
前
申
し

込
み
で
抽
選
券
２
枚
進
呈
し
ま
す
。

●

参
加
料　

５
０
０
円

問
お
も
て
ご
う
里
山
ク
ラ
ブ　

山や
ま

経
済
講
演
会

第
110
回
白
河
謡
曲
会
素
謡
会

た
ん
ぽ
ぽ
秋
ま
つ
り

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
満
州
鉄
道
の
栄
光
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

初
代
総
裁
は
後
藤
新
平
。
満
州
経
営
の
理
念

を
「
文ぶ

ん
そ
う
て
き

装
的
武ぶ

び備
」
と
し
た
。
社
会
の
発
展
こ

そ
安
定
の
支
え
で
あ
り
、
軍
備
よ
り
経
済
、
文
化
、

教
育
を
充
実
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
た
。
鉄
道
沿

線
地
で
、
撫ぶ

じ
ゅ
ん順
の
石
炭
開
発
、
鞍あ

ん
ざ
ん山
の
製
鉄
、
港

湾
・
電
力
な
ど
驚
く
ほ
ど
多
様
な
事
業
を
行
っ

た
。
付
属
地
の
行
政
権
も
持
ち
、
大
連
・
奉ほ

う
て
ん天
・

長
春
な
ど
の
都
市
で
近
代
的
都
市
計
画
を
進
め

た
。
複
数
の
大
き
い
広
場
を
真
っ
直
ぐ
な
広
い

道
路
で
結
ぶ
。
整
然
と
区
画
さ
れ
た
市
街
地
に
、

上
下
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
が
整
備
さ
れ
る
。
駅

や
病
院
、
学
校
や
役
所
は
煉れ

ん

が瓦
造
り
の
堂
々
た
る

洋
風
建
物
。
高
い
水
準
の
生
活
、
医
療
、
教
育
を

追
い
求
め
た
。

　

ホ
テ
ル
も
際
立
つ
。
主
要
駅
に
格
式
高
い
ヤ

マ
ト
ホ
テ
ル
を
つ
く
っ
た
。
大
連
で
は
今
も
迎

賓
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
満
鉄
は
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
な
が
る
。
多

く
の
人
・
物
・
情
報
が
い
き
か
う
国
際
路
線
と

な
り
、
沿
線
の
都
市
が
発
展
す
る
に
は
こ
れ
に
見

合
っ
た
ホ
テ
ル
が
欠
か
せ
な
い
。
後
藤
は
、
ホ
テ

ル
の
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
が
国
の
成
熟
度
を
表
わ
す

尺
度
に
な
る
と
考
え
た
。
漱
石
も
宿
泊
し
、
内
装

の
豪
華
さ
に
感
嘆
し
つ
つ
も
「
浴
衣
で
ぶ
ら
ぶ
ら

で
き
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
と
か
。

　

満
鉄
に
調
査
部
あ
り
。
欧
州
の
視
線
、
ロ
シ
ア

革
命
、
中
国
民
族
主
義
。
国
際
情
勢
を
分
析
し
円

滑
に
統
治
す
る
に
は
、
政
治
経
済
、
資
源
、
地
理
、

民
族
の
緻
密
な
デ
ー
タ
が
必
要
。
調
査
な
く
し

て
政
策
な
し
。
俊し

ゅ
ん
え
い英
が
集
い
日
本
最
高
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
が
で
き
た
。
特
に
調
査
部
と
満
州
国

の
合
作
が
、
政
府
が
経
済
活
動
に
大
き
く
関
わ
る

日
本
型
経
済
シ
ス
テ
ム
。
満
州
と
戦
時
の
日
本

で
実
施
さ
れ
、
戦
後
の
経
済
政
策
と
し
て
継
承
さ

れ
た
。
そ
の
中
心
に
後
の
首
相
岸
信
介
が
い
た
。

　

懐
か
し
い
名
の
麗
人
が
世
を
去
っ
た
。
中
国

名
、
李り

香こ
う
ら
ん蘭
。
後
の
参
議
院
議
員
、
山や

ま
ぐ
ち口
淑よ

し

こ子
。

類
ま
れ
な
美
貌
と
美
声
で
、
戦
前
の
満
州
（
中
国

東
北
部
）
の
大
ス
タ
ー
と
な
り
、
日
本
で
も
憧
れ

の
的
と
な
っ
た
。「
夜い

ぇ
ら
い
し
ゃ
ん

来
香
」
は
今
で
も
中
国
で

人
気
の
曲
。
れ
っ
き
と
し
た
日
本
人
だ
が
、
中
国

人
女
優
・
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
満
州

に
生
ま
れ
、
父
が
南
満
州
鉄
道
の
社
員
に
中
国
語

や
中
国
情
勢
を
教
え
る
家
庭
に
育
ち
、
完
璧
な
中

国
語
を
話
し
た
。
敗
戦
後
、
中
国
人
で
あ
り
な
が

ら
日
本
に
協
力
し
た
と
し
て
軍
事
法
廷
に
起
訴

さ
れ
た
が
、
日
本
人
と
立
証
さ
れ
無
罪
と
な
っ
た
。

山
口
は
祖
国
日
本
と
母
国
中
国
の
は
ざ
ま
で
苦

し
ん
だ
。
こ
れ
が
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
友
好
に

身
を
さ
さ
げ
る
背
景
と
な
っ
た
。

　

さ
て
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
は
「
満
鉄
」
と
呼

ば
れ
る
。
日
本
は
満
州
か
ら
朝
鮮
を
う
か
が
う

ロ
シ
ア
と
激
突
し
、
辛
う
じ
て
勝
つ
。
賠
償
と
し

て
、
ロ
シ
ア
が
有
し
て
い
た
東
清
鉄
道
の
う
ち
南

半
分
に
あ
た
る
長ち

ょ
う
し
ゅ
ん春
〜
大だ

い
れ
ん連
間
と
そ
の
付
属
地

が
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
を
管
理
運
営
す
る
た
め
、

１
９
０
６
年
半
官
半
民
の
特
殊
会
社
と
し
て
設

立
さ
れ
た
の
が
満
鉄
。
そ
の
後
、
清
や
張ち

ょ
う

作さ
く
り
ん霖
等

の
軍
閥
が
敷ふ

せ

つ設
し
た
鉄
道
を
吸
収
し
、
満
州
全
土

の
路
線
を
管
理
下
に
置
い
た
。

　

し
か
し
敗
れ
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
ロ
シ

ア
は
強
大
。
防
波
堤
と
し
て
の
満
州
の
存
在
は

極
め
て
大
き
い
。
満
鉄
は
鉄
道
会
社
を
装
い
な

が
ら
、
満
州
経
営
の
全
般
を
担
っ
た
。

満
州
は
地
下
水
脈
で
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

昭
和
９
年
、「
あ
じ
あ
号
」
と
い
う
特
急
列
車

が
登
場
し
た
。
国
内
平
均
69
㎞
に
対
し
83
㎞
、
最

高
速
度
１
３
０
㎞
。
蒸
気
と
し
て
は
驚
異
的
ス

ピ
ー
ド
だ
っ
た
。
先
頭
の
巨
大
な
機
関
車
は
青

色
の
流
線
形
。
全
車
冷
暖
房
、
自
動
ド
ア
、
豪
華

客
室
、
旅
心
を
満
た
す
食
堂
車
。
映
画
監
督
山
田

洋
次
の
父
は
蒸
気
機
関
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
少
年

は
そ
び
え
立
つ
運
転
室
に
よ
じ
登
り
、
レ
バ
ー
や

ハ
ン
ド
ル
に
触
れ
た
。
俳
優
宝
田
明
の
父
も
満

鉄
の
人
。
黒
煙
を
吹
き
ば
く
進
す
る
姿
が
目
に

浮
か
び
、
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
鐘
鳴
ら
し
ホ
ー
ム
に
入

る
音
が
耳
に
残
る
と
い
う
。
大
地
を
疾
走
す
る

弾
丸
列
車
は
満
州
の
誇
り
だ
っ
た
。

　

東
海
道
新
幹
線
が
走
り
50
年
。
あ
じ
あ
号
は

新
幹
線
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
満
州
事
変
後
、
大

陸
と
の
人
員
・
物
資
の
往
来
は
増
大
。
新
し
く

レ
ー
ル
幅
の
広
い
鉄
道
を
敷
き
、
東
京
〜
下
関
を

９
時
間
で
走
る
高
速
列
車
の
構
想
が
出
る
。
モ

デ
ル
は
あ
じ
あ
号
。
着
工
さ
れ
た
も
の
の
戦
争

激
化
で
中
止
。
戦
後
、
新
幹
線
と
し
て
建
設
を
進

め
た
の
が
、
満
鉄
理
事
も
勤
め
た
十そ

ご

う河
信し

ん

じ二
。
70

歳
を
過
ぎ
、
病
も
抱
え
て
い
た
が
、「
鉄
路
を
枕
に

討
ち
死
に
す
る
」
と
の
覚
悟
で
、
混
乱
期
の
国
鉄

総
裁
を
受
け
る
。

　

技
師
長
は
島
秀
雄
。
父
安
次
郎
も
広こ

う

き軌
化
と

国
内
弾
丸
列
車
に
心
血
を
注
い
だ
技
術
者
。
十

河
は
島
に
「
親
爺
さ
ん
の
弔
い
合
戦
を
や
ら
ん
か
」

と
、
引
退
し
て
い
た
島
を
呼
び
戻
し
た
。
叶
わ
な

か
っ
た
父
の
夢
を
息
子
が
引
き
継
い
だ
。
十
河

は
建
設
の
合
意
と
資
金
の
確
保
、
島
は
車
両
や

運
転
シ
ス
テ
ム
の
技
術
克
服
に
全
力
を
あ
げ
た
。

新
幹
線
の
親
が
十
河
と
島
な
ら
ば
、
そ
の
親
は
満

鉄
と
あ
じ
あ
号
と
い
え
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

黒
羽
矯
正
展

五
箇
ま
つ
り

新
そ
ば
ま
つ
り

新
そ
ば
交
流
会

天
狗
山
登
山


